千葉県　第3次試験
場　　所：千葉県庁議会棟3階
受付時間：12時50分～13時00分
12時40分頃に集合場所に到着したが、私は2番目だった。受付時間は午前と午後の二つに分かれていたようです（受験番号の若い人は午前）。
状　　況：①受付は控え室で行う。受付終了後、椅子に前から順番に座る（試験種は関係なし）。13時に受付時間が終了すると、前の黒板に面接の順番の書かれた紙が貼られる。欠席者は赤ペンで受験番号が消されるため、心理区分の人で辞退者がいるのかどうかすぐにわかる（今回は一人）。この日は心理も含めて4試験種の人たちが来ていた。②最初の人は13時10分に面接開始。13時10分になったところで控え室にいる受付の人から受験番号を呼ばれ、指定の面接室に行くよう指示される。以降、前の受験生が終わり次第、次の受験生が呼ばれる。受験者数にもよるが、人によっては1時間半から2時間待つかもしれない。
●個人面接（13時10分～13時35分）
面接時間：約25分

面接室　：面接官は4名（全員男性）。受験生と面接官との距離は約3m。
全　　体：試験会場は2次試験の時と同じだが、今回は机の配置や雰囲気から、国Ⅰの人事院面接に似ていた。雰囲気は和やか、とまでは行かないが、意地悪な質問をしてくる人はいないので、取り組みやすい。ただ、何を聞きたいのかよくわからない（何と答えて良いのかわからない）質問がちらほらありました。
感　　想：①聞かれる内容は結構細かいが、臨床経験が豊富な人や、児童相談所等でボランティアをしたことがある人であれば、割と楽な面接になるのかもしれない。私のように臨床経験がない人は、千葉県の心理職として、どこで何をしたいか、自分のどういうところが役に立つかをしっかりまとめておかないと、辛い面接になります。
　　　　　②2次試験の時に提出した面接カードに沿って質問がされます。2次試験の時に提出する前にコピーをとっておくことをお勧めします。さすがに1ヶ月も経つと何を書いたか忘れますので。
質問事項：左から２番目の面接官をA、左から3番目の面接官をB、左から4番目（一番右）の面接官をCとする。一番左の面接官は、司会進行役で、質問はしなかった（私の回答中に必死にメモを取ってました）。
　　　　　A：昨日はよく眠れたか。ここまで来るのに支障はなかったか。
　　　　　A：東京都はこれからですか。
　　　　　A：ピアノを長年やってきたようだが、今まで自宅でピアノを弾いたりしてきたのか。
　　　　　A：サークル活動で執行部を務めたようだが、一番苦労した経験は何か。
　　　　　A：卒業旅行の代わりに友達と館山にドライブに行ったそうだが、どの辺に行ったのか。
A：最近関心を持ったことで「えせ科学」を挙げているが、それは何故か。
　　　　　B：なぜ公務員になろうと思ったのか。
　　　　　B：心理学とシステムエンジニアはつながりが無いように思うのだが、何故システムエンジニアになろうと思ったのか。
　　　　　B：大学での研究や前職でデータの整理や処理には力を入れてきたようだが、臨床経験はあるのか。
　　　　　B：児童相談所での心理職の仕事内容を知っているか。
　　　　　B：長所と短所を教えてください。
　　　　　　B：（短所を聞いて）気を付けるようになったことは何かあるか。
　　　　　B：（心理職としての）業務をするに当たり、一番心掛けることは何か。
　　　　　C：システムエンジニアの仕事の印象。

　　　　　C：仕事を辞めてから1年以上経つが、その間どうしていたか。
　　　　　C：卒論の研究内容を教えてください。
　　　　　C：心理職とシステムエンジニアとピアノ（大学の研究内容）はつながりがないように思うが、その点はどう思うか。
　　　　　C：親への支援についてどう考えているか。
　　　　　（以下、三つ質問があったが諸事情により省略。）

　　　　　C：千葉県職員として、一番気を付けたいことや、心構えは何か。
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